
2024年 12月 19日 13:30 - 16:30木

環境省は、地域課題の解決に取り組む地域同士が相互に支え合う「自立・分散型の持続可能な社会」である地域循環共

生圏づくりを進めており、その実現に必要な環境・社会・経済の課題を同時に解決する事業（ローカル SDGs 事業）の

創出やネットワークの拡大には「協働」が欠かせません。そして、地域で協働が生まれるプラットフォームとなってい

るのが「中間支援機能」を持つ団体や施設であり、その重要性は増しています。

今回、持続可能な地域づくりを研究・実践される方々をお招きし、中間支援機能の役割や事例などを紹介するとともに、

参加者同士のネットワーキング会を開催することで、地域づくりのこれからについて皆さんとともに考えていきたいと

思います。

関西で地域・まちづくりやビジネスなどに
取り組むすべての方

きんき環境館

環境省近畿地方環境事務所 近畿経済産業局、近畿財務局 きんき環境館

会場約 60名（申込先着順）
※当日オンライン配信あり

無料

 ≪申込〆切：2024年 12月 16日 ( 月 )≫　
https://forms.gle/dNoxPZeYK88sNGji6

・持続可能な地域づくりを推進したい又は地域課題・社会課題を
  抱えている企業・自治体・NPO等の方
・地域づくりや地域課題解決等に取り組む方々とつながりたい方
・「中間支援機能」に興味のある企業・自治体・NPO等の方
・「中間支援機能」を持つ方々とつながりたい方

06-6940-2001 office@kankyokan.jp

(受付開始 13:00)

■（※）関西 SDGs プラットフォーム「ローカル SDGs・脱炭素分科会」

環境・社会・経済が統合的に向上する持続可能な地域・経済圏づくりの推進及び地域脱炭素を通じた関西の活性化を目的として、関西 SDGs プラットフォーム（SDGs の実現を目

指す関西圏の約 2,900 の企業・自治体・団体等が登録しているプラットフォーム (通称：KSP)）に環境省近畿地方環境事務所が設置した分科会。ローカル SDGs・脱炭素の実践に

役立つ情報発信や事例紹介のほか、事業創出に向けた出会いの場づくり、組織の壁を越えた実践者同士のネットワーク形成、地域活性化人材育成プログラムの開発・試行などに

取り組みます。それにより、ローカル SDGs を実践する人たちのエコシステム（生態系）の形成と発展の仕組み化、脱炭素の要素も加えた地域の未来像の共有、実践の促進を目指

します。（URL：関西 SDGs プラットフォーム (kansai-sdgs-platform.jp)

関西 SDGs プラットフォーム 「ローカル SDGs・脱炭素分科会」 第 5 回イベント
通称：KSP ローカル SDGs・脱炭素分科会

下記 URL または、

左の QR コード

参加申込フォームから

お申込みください。

持続可能な地域づくり×協働を学ぶ！
～環境・社会・経済課題の同時解決に必要なプラットフォームとは～

大阪市立総合生涯学習センター（梅田）
（大阪市北区梅田 1-2-2-500 大阪駅前第 2ビル 5・6階）
最寄　JR：「大阪」東西線「北新地」　私鉄：阪神電車「大阪梅田」　阪急電車「大阪梅田」
　　　Osaka Metro：御堂筋線「梅田」   四つ橋線「西梅田」  谷町線「東梅田」



1978年愛媛県生まれ。NPO法人気候ネットワーク、北海道教育大学釧路
校などを経て、2018年から現職。博士（社会学）。市民参加・協働型の持
続可能な地域づくり、脱炭素地域づくり推進のための仕組み・組織づくりに
ついて各地でのフィールドワークをもとに研究。中間支援体制の整備・強化
に関する各地での取組への支援にも取り組む。著書に『エネルギー・ガバナ
ンス』（学芸出版社、共著）、『エネルギー自立と持続可能な地域づくり』（昭
和堂、共編著）など。

平岡 俊一 氏   ( 滋賀県立大学 環境科学部 環境政策・計画学科 准教授 )

開会挨拶・趣旨説明

第 1部　基調講演
　　　「持続可能な地域づくりにおいて中間支援組織に期待されるもの」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滋賀県立大学　平岡 俊一 氏

第2部　事例紹介＆トークセッション
　事例紹介
　　　「自分ごとに出来る実は身近な地域エネルギー」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エネシフ湖北　清水 広行 氏
　　　「NPO中間支援組織ってなにやってるん？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わかやまNPOセンター　志場 久起 氏
　トークセッション
　　　「中間支援機能を高めた地域の未来」　（平岡 氏、清水 氏、志場 氏）

第3部　グループディスカッション、ネットワーキング
　・各テーマに分かれ、登壇者・参加者を交えたグループディスカッションを行い、
　　自由に情報・意見交換・ネットワーキングを行います

13:30

13:35

14:00

15:45

第 3部は、オンラインの配信はございません。
ご参加希望の方はぜひ対面でご参加ください。

清水 広行 氏　(エネシフ湖北 )
1986年生まれ。元スノーボード選手。2016年に地元の滋賀県長浜
市西浅井町にUターン。農業プロジェクトであるRICE IS 
COMEDYをはじめ環境・教育事業まで事業化を目指した活動に力を
入れる。活動の根底にあるのは、「地元を徹底的に楽しむこと」。現在、
エネシフ湖北の代表としてエネルギー関連の取組も開始。

志場 久起 氏   ( 認定特定非営利活動法人 わかやまNPOセンター 理事長 )

1976年和歌山県海南市生まれ。学童保育指導員を経て、2002年 7
月からわかやまNPOセンタースタッフとして和歌山県内のNPOの
設立・運営支援などに取り組む。2022年 6月から現職。ほかに公
共交通活性化や都市計画、まちづくりの活動にも携わっている。


